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b MBSO REEIERE, 1, AT Y V-1 RY S O—FILHUK (FF) % 1:200 [ZFHR
(4°C., —B8) . 2, Cy3 EHRFIA%E 1:300 IFR (=R, 509) . 3, BEB
DAPI (F) 109, BEA: 4—#4'v b, EEB: DAPI, BEC: A+B OD&H,

E MRS ORBEENERE, 1, ARA Y V-1 RY S O—F LR (5) % 1:200 (FR
(4°C, —B%) . 2, Cy3#ZEF xR %E 1:300 &R (R, 504) . 3, EEB
DAPI (&) 104, BEA: 4—4%v k, BEB: DAPl, BEC: A+B D&,
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Sy MNTESOREENRE, 1, ALY V-1RY 2 O—FIFE (F5) % 1:200 (25
R (4°C. —BR) . 2, Cy3EH Rk 1:300 (ZHR (=R, 509) . 3, BEB:
DAPI (&) 104. BEA: 4—%v b, EEB: DAPI, BEC: A+B O&H.

Sy MNEESOREENERE, 1, ALY V-1RY S O—FILFE (F5) % 1:200 (25
TR (4°C. —Hp) . 2, Cy3EE T RIA%E 1:300 I2HER (ZR. 50%) . 3, BEB:
DAPI (&) 109, BEA: 4—4v k, EEB: DAPl, BEC: A+B D&,

Sy MEBBSOREEYERE, 1, ARFY V1R O0—FILBUK (FF) % 1:200 2
IR (4°C, —B%) . 2, Cy3 R XK %E 1:300 I<HR (EE. 509) . 3, BEEB:
DAPI (&) 109. BEA: &1, EEB: DAPI, EEC: A+B D&HK.

7 v MBREEEOREERRE. 1, ANFU2-1RU S O—F LK (75) & 1:200 (=
R (4°C. —Br) . 2 Cy3 EEFETRHUAZE 1:300 (ZHIR (ZiE. 50%) . 3, BEB:
DAPI (B) 1053, BEA /). 5EB: DAPI, EE C: A+B DGR,

1:1000 IR D Caveolin-1 94 ¥R Y 4 O—F Lk (4°C. —8R) RV =-REMEO
S T4V T 0y NEN., TIRFK: Y EH Y% 1gG IRDye 800 (1:5000 %
R, 25°C. 1858) .
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされる足場タンパク質は、ほとんどの細胞種に見られるカベオラ細胞膜の主成分です。このタンパク質は、インテグリンサブユニットをチロシンキナーゼFYNに連結し、インテグリンをRas-ERK経路に結合させ、細胞周期の進行を促進する最初のステップとなります。この遺伝子は腫瘍抑制遺伝子候補であり、Ras-p42/44マイトジェン活性化キナーゼカスケードの負の調節因子です。カベオリン1とカベオリン2は7番染色体上に隣接して位置し、共局在するタンパク質を発現して安定したヘテロオリゴマー複合体を形成します。この遺伝子の変異は、ベラルディネリ・セイプ先天性リポジストロフィーと関連付けられています。選択的スプライシングを受けた転写産物は、カベオリン1のαおよびβアイソフォームをコードする。[RefSeq提供、2010年3月],疾患：CAV1の欠陥は、先天性全身性リポジストロフィー3型（CGL3）[MIM:612526]の原因である。ベラルディネリ・セイプ先天性リポジストロフィー3型（BSCL3）とも呼ばれる。先天性全身性リポジストロフィーは、脂肪組織のほぼ欠如、極度のインスリン抵抗性、高トリグリセリド血症、脂肪肝、および早期糖尿病発症を特徴とする常染色体劣性疾患である。,機能：カベオラ膜内で足場タンパク質として機能する可能性がある。Gタンパク質αサブユニットと直接相互作用し、その活性を機能的に制御することができる。,オンライン情報：カベオリンエントリ,PTM：アイソフォームβの開始メチオニンは、翻訳中または翻訳直後に除去される。新たなN末端アミノ酸はNアセチル化される。,類似性：カベオリンファミリーに属する。,細胞内局在：膜上でヘアピン様構造を形成する可能性がある。カベオラの膜タンパク質。,サブユニット：ホモオリゴマー。GLIPR2、NOSTRIN、SNAP25、シンタキシンと相互作用する。ロタウイルスAのNSP4と相互作用する。,組織特異性：筋肉と肺に発現するが、肝臓、脳、腎臓では発現が弱い。,
	研究分野
	接着斑;ウイルス性心筋炎;
	画像データ
	

	カベオリン-1抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	カベオリン-1抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ヒト肺組織の免疫蛍光染色。1, カベオリン-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B：DAPI（青）10分。写真A：ターゲット。写真B：DAPI。写真C：A+Bの合成。
	

	ヒト肺組織の免疫蛍光染色。1, カベオリン-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B：DAPI（青）10分。写真A：ターゲット。写真B：DAPI。写真C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, カベオリン-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B：DAPI（青）10分。写真A：ターゲット。写真B：DAPI。写真C：A+Bの合成。
	

	ラット肺組織の免疫蛍光染色。1, カベオリン-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B：DAPI（青）10分。写真A：ターゲット。写真B：DAPI。写真C：A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, カベオリン-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B: DAPI（青）10分。写真A: 標的。写真B: DAPI。写真C: A+Bの合成。
	

	ラット腎臓組織の免疫蛍光染色。1, カベオリン-1ポリクローナル抗体（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 写真B: DAPI（青）10分。写真A: 標的。写真B: DAPI。写真C: A+Bの合成。
	

	1:1000希釈のCaveolin-1ウサギポリクローナル抗体（4℃、一晩）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）。

